
     

④市民の緑の保全活動

への参加意向 《Ａ・Ｉ》 

・継続的な参加意向は少

ない（１割未満） 

・年に１,２度の作業なら

可能（約３割） 

・作業は困難、その他の

方法で参加（約２割） 

⑫農業者 《Ｎ》 

・現在のままでよい（約

４割） 

・わからない（約３割） 

・可能であれば農地以外

にしたい（約３割） 

樹林地所有者 《Ｄ・Ｌ》 

・売りたい（約４割） 

・決めていない（約３割）

⑦地域の人が樹林地を保

全することを望む場合

は手入れ作業を手伝う

べき（約７割） 

⑧遊び場や憩いの場とし

て条件次第では引き受

ける（約７割） 

⑩事業者 《Ｅ》 

・継続的に緑を維持（約

８割） 

・緑を増やす（約１割） 

参加意向を高めること

が必要 
条件の検討が必要 

継続して維持すること 

が期待できる 

「わからない」農業者を 

農地として維持する 

方向へ促す 

②日進市に望むのは 

緑豊かなまち 

（約６割）《Ａ・Ｉ》 

①緑の基本計画の認知度

は極めて低い 

（約９割）《Ａ・Ｄ・Ｅ・Ｆ》 

⑪農業者の緑の保全に

関する関心度は高い 

（約６割）《Ｆ》 

③市民の緑の保全に関

する関心度は高い 

（約７割）《Ａ》 

⑤樹林地所有者の緑の

保全に関する関心度

は高い（約６割）《Ｄ》 

⑨事業者の緑の保全に

関する関心度は高い 

（約５割）《Ｅ》 

⑥ 

 

緑の基本計画に係るアンケート結果からの考察 

当日は、小学校区ごとに地域を分けて、緑のまちづくりの市民協働による取り組みアイデアや第 2 回ワ
ークショップでの意見の追加、まちづくりアイデアなどについて参加者の方に意見を出していただき、グ
ループ内で共有しました。最後には、各地域の議論の内容を代表者の方に発表していただきました。今回
は、意見の一部をご紹介させていただきます。 

また、当日の意見や使用した資料は、市ウェブサイトでも公開していますので、是非ご覧ください。 日進市では、現在、都市マスタープラン及び緑の基本計画の改定を行っています。この改定にむけて、地域のまちづ

くり、緑づくりの方針を示す地域別構想を検討するため、ワークショップを開催しました。 

当日は、「地域の緑づくりを考えよう！」をテーマに、ざっくばらんにお話しいただき、活気のある意見交換ができま

した。その内容をまとめましたのでご覧ください。 

次回のワークショップでは、市民と行政が同じ目標に向かって活動を進める『市民協働』のまちづくりの実現に向

け、取り組みアイデアの取りまとめを行い、地域の将来都市像について参加者の方々と考えていきたいと思います。

<緑・水> 

●地域で管理 

●プランづくり 

●鎮守の森の保全 

●水と緑のネットワークづくり 

<公園> 

●ホタルと農地の保全 

●公園やグランドは全て禁煙化 

●駅前緑化 

●シンボルとなる公園づくり 

●緑と公園を活かした区画整理 
 

<緑・水> 

●五色園と北新町の交流に、いろい

ろな人が集まる場づくり 

●大学との連携 

●岩崎川の環境・緑 

<公園> 

●交流イベントの実施 

<緑・水> 

●岩崎川の管理 

●管理 

●花壇は人の目を引く 

<公園> 

●適切で美しい眺めの維持 

●楽しいこと、イベント 

●犬のふん害対策 

<緑・水> 

●市民ができるイベント 

●愛着がもてる取り組み 

●シビックプライドの醸成 

<公園> 

●マナーの向上 

●公園の美化 

●公園の美化をＰＲ 

●ルール 
 

 

<緑・水> 

●若い力の導入 

●田んぼやビオトープの活用 

●企業との協働 

●市民・行政・専門家・企業等の協

働 

<公園> 

●多様で目的に合った公園づくり 

●東部丘陵の自然公園的活用 
  

<緑・水> 

●体験、イベントの実施 

●意識啓発 

●川の活用 

<公園> 

●公園に愛着心や関心を湧かせる 

●意識啓発と新しい試み 

●マップづくり 

<緑・水> 

●緑に係るイベント開催 

●公園づくり 

●市民による運営 

●緑・自然の活用 

●農園の開放 

●イベント 

●地域や学校との連携 

<公園> 

●農園、樹林がある小学校を中心と

したい 

<緑・水> 

●川の有効活用 

●休耕地の活用 

<公園> 

●地域でのルールづくり 

●公園づくりとイベント 

●公園をきれいに維持管理 

●広い公園の確保 

<緑・水> 

●「自分ごと」という意識 

●学校・子供の参加 

●遊び 

●農 

●食 

●清掃活動 

<公園> 

●緑に係る活動グループの活用 

●花いっぱい、小学校と連携 

●食 


